
受託事業等収益 48¶605 16¶667 ` 65¶273 ` 65¶273

寄附金収益 466¶353 7¶744 22¶849 496¶947 10¶654 507¶601

補助金等収益 460¶190 146¶714 ` 606¶905 47¶999 654¶905

施設費収益 1¶641 ` ` 1¶641 1¶686 3¶327

資産見返負債戻入 342¶414 142¶472 30 484¶917 264¶000 748¶917

財務収益 ` ` ` ` 15¶461 15¶461

雑益 177¶186 39¶876 215 217¶277 187¶670 404¶947

小 計 10¶963¶598 16¶464¶986 721¶811 28¶150¶396 1¶248¶092 29¶398¶489

業務損益 622¶313 1¶274¶127 � 45¶404 1¶851¶036 � 569¶307 1¶281¶729

土地 17¶031¶715 3¶585¶000 3¶243¶000 23¶859¶715 ` 23¶859¶715

建物 8¶761¶954 4¶136¶021 1¶348¶201 14¶246¶178 3¶209¶401 17¶455¶580

構築物 305¶275 88¶424 79¶614 473¶314 253¶165 726¶480

工具器具備品 3¶729¶428 4¶174¶366 25¶047 7¶928¶842 111¶649 8¶040¶492

その他固定資産 2¶990¶026 62¶836 107¶061 3¶159¶923 969¶456 4¶129¶379

流動資産 166¶627 2¶927¶834 14 3¶094¶476 5¶953¶878 9¶048¶355

帰属資産 32¶985¶028 14¶974¶483 4¶802¶939 52¶762¶451 10¶497¶552 63¶260¶004

（注６） 各セグメントにおける損益外減価償却相当額等については以下のとおりである。
（単位：千円）

区 分 学部研究
科等 附属病院 附属学校 小 計 法人共通 合 計

損益外減価償却相当額 624¶966 7¶451 95¶226 727¶644 171¶102 898¶747

損益外減損損失相当額 ` ` ` ` ` `

引当外賞与増加見積額 � 674 4¶503 7 3¶836 4¶916 8¶753

引当外退職給付増加見積額 � 10¶738 9¶023 9¶933 8¶218 241¶151 249¶370

L̃ 寄附金の明細

区 分 当 期 受 入 件 数 摘 要

学 部 研 究 科 等
(千円)

540¶730
（件）
2¶212 （注１）

附 属 病 院 11¶474 23

附 属 学 校 21¶200 8

法 人 共 通 19¶502 280

合 計 592¶907 2¶523

（注１） うち現物寄附(資産)分 1¶611件102¶134千円を含んでいる。
C̃ 受託研究の明細 （単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託研究等収益 期 末 残 高

学 部 研 究 科 等 2¶184¶915 1¶550¶186 1¶359¶738 2¶375¶363

附 属 病 院 121¶057 43¶044 48¶943 115¶158

附 属 学 校 ` ` ` `

法 人 共 通 ` ` ` `

合 計 2¶305¶972 1¶593¶231 1¶408¶682 2¶490¶522

D̃ 共同研究の明細 （単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託研究等収益 期 末 残 高

学 部 研 究 科 等 18¶622 153¶241 110¶627 61¶236

附 属 病 院 6¶481 11¶361 10¶208 7¶634

附 属 学 校 ` ` ` `

法 人 共 通 ` ` ` `

合 計 25¶103 164¶602 120¶836 68¶870

平
成

™
š
年

˜
—
月

™
›
日
月
曜
日

(
号
外
第

™
™
 
号
)

官
報

（注１） セグメントの区分方法
本学の業務に応じてセグメントを学部研究科等、附属病院と附属学校に区分し、各セグ
メントに配賦しない業務損益及び資産は「法人共通」に計上している。

（注２） 業務費用のうち、法人共通（1¶817¶399千円）は各セグメントに配賦しなかった費用及び
配賦不能の費用であり、その主な内容は本部の職員人件費（1¶381¶443千円）及び一般管理
費（292¶462千円）である。

（注３） 帰属資産のうち、法人共通（10¶497¶552千円）は各セグメントに配賦しなかった資産で
あり、その主な内容は本部の建物（3¶209¶401千円）、投資有価証券（608¶165千円）、有価
証券（199¶980千円）、現金及び預金（5¶322¶933千円）である。

（注４） 目的積立金の取崩額について
平成22事業年度において目的積立金の取崩を財源とする費用は、4¶401千円（附属病院）

である。
（注５） 附属病院セグメントにおける運営費交付金収益の計上基準

附属病院セグメントにおける運営費交付金収益は、附属病院に関し国が予算積算した運
営費交付金を収益化した場合の相当額と462¶521千円差額があるが、これは、国の予算積
算額に加えて、戦略的（公募）プロジェクト経費6¶838千円と学長裁量経費により病院運
営充実経費9¶500千円、及び国立大学法人会計基準実務指針による人件費を勤務実態に基
づいて配分したことに伴う446¶183千円を計上したことによるものである。
附属病院に関し国が予算積算した運営費交付金1¶531¶700千円のうち、収益化額は

1¶530¶935千円、764千円は資産の取得である。
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